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日
頃
か
ら
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
、
団

体
等
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
今
年

も
「
町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
３
時

１０

※
出
展
（
店
）
開
始
は　

時　

分
か
ら

１０

１５

と
な
り
ま
す
。

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン

タ
ー

※
ペ
ッ
ト
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
み
減
量
の
た
め
、
模
擬
店
利
用
の

方
は
食
器
、
は
し
、
コ
ッ
プ
等
を
お
持

ち
下
さ
い
。
ま
た
、
飲
食
物
の
お
持
ち

帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１１

り
場
か
ら
市
立
室
内
プ
ー
ル
経
由
野
津

田
車
庫
行
き
で
「
市
立
室
内
プ
ー
ル
」

下
車
。
臨
時
便
（
有
料
）
も
運
行
し
ま

す
。
ま
た
は
、
３
番
乗
り
場
か
ら
小
山

田
桜
台
行
き
で
「
桜
美
林
学
園
」
下

車
、
徒
歩
７
分
。

主
な
イ
ベ
ン
ト

☆
お
も
ち
ゃ
病
院
…
修
理
は
無
料
（
先

着　

人
）
部
品
代
は
実
費
、
重
傷
の
場

５０
合
は
お
預
か
り
し
ま
す
。

☆
施
設
見
学
会
…
焼
却
工
場
な
ど
の
見

学
会
（
先
着
順
）
、
煙
突
登
り
も
あ
り

ま
す
。

☆
鶴
見
川
源
流
ツ
ア
ー
…
午
前　

時
、

１１

午
後
０
時　

分
、
２
時
出
発
（
先
着

３０

順
）

☆
長
傘
の
修
繕
実
演
・
講
習
…
長
傘
を

お
持
ち
下
さ
い
。
修
理
法
（
骨
継
部
）

を
お
教
え
し
、
自
分
で
修
理
し
ま
す
。

☆
そ
の
他
…
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
展
示
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ
サ
イ
ク
ル
商

品
・
自
転
車
販
売
、
模
擬
店
、
草
花
の

販
売
な
ど

ス
テ
ー
ジ

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
桜
美
林
大
学
）

お
囃
子
（
上
根
神
社
囃
子
連
）
な
ど
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９
月
７
日
に
横
須
賀
港
へ
米
空
母

キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
入
港
し
、
艦
載
機
が

厚
木
基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。
通
常
、

空
母
が
入
港
し
て
か
ら
約
２
週
間
後

に
、
こ
れ
ら
の
艦
載
機
に
よ
る
飛
行
訓

練
が
再
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今

後
、
激
し
い
騒
音
被
害
の
発
生
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
飛
行
訓
練
は
空
母
出
港
ま
で
続

け
ら
れ
ま
す
が
、
訓
練
内
容
・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
の
情
報
は
公
開
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
空
母
出
港
時
期
に
つ
い
て
も

軍
事
上
の
理
由
に
よ
り
一
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

９
月
下
旬
に
は
、
新
機
種
が
配
備
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
市
民
へ
の

被
害
が
拡
大
し
な
い
か
騒
音
状
況
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

米
軍
に
航
空
機
騒
音
の
防
止
及
び

安
全
対
策
等
の
推
進
を
要
請

　

厚
木
基
地
を
離
着
陸
す
る
航
空
機
の

町
田
市
内
に
お
け
る
騒
音
の
平
成　

年
１５

度
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
環
境
基
準
を
超
過

し
て
お
り
、
市
民
の
日
常
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飛

行
コ
ー
ス
直
下
の
地
域
住
民
は
航
空
機

事
故
へ
の
不
安
を
常
に
抱
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
８
月　

日
、
東

２７

京
都
と
と
も
に
米
海
軍
厚
木
基
地
航
空

施
設
を
訪
ね
、
同
施
設
司
令
官
あ
て

に
、
市
民
の
平
穏
な
生
活
が
確
保
で
き

る
よ
う
「
厚
木
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る

航
空
機
騒
音
防
止
及
び
安
全
対
策
等
の

推
進
に
関
す
る
要
請
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
夜
間
・
早
朝
・
土
・

日
・
祝
日
な
ど
の
飛
行
を
中
止
す
る
こ

と
や
低
空
飛
行
を
行
わ
な
い
こ
と
等
の

騒
音
防
止
対
策
の
推
進
、
安
全
確
保
の

徹
底
や
操
縦
士
へ
の
安
全
教
育
等
の
実

施
、
訓
練
並
び
に
飛
行
に
関
す
る
情
報

の
提
供
等
で
す
。

　

さ
ら
に
９
月
下
旬
に
配
備
さ
れ
る
新

機
種
に
よ
る
騒
音
増
大
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
騒
音
の
総
量
を
減
少
さ
せ
る
具

体
的
な
措
置
を
早
急
に
と
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。
要
請
の
詳
し
い
内
容
は
、

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

　

加
え
て
、
米
空
母
が
横
須
賀
港
に
入

港
中
の
６
、
７
月
の
激
し
い
騒
音
に
対

し
て
、
市
内
広
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も

厳
し
い
も
の
が
多
く
、
住
民
感
情
が
悪

化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
現
状
を
伝
え

ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と

に
、
米
軍
及
び
日
本
政
府
に
対
し
て
要

請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

や
基
地
周
辺
各
市
と
と
も
に
、
航
空
機

騒
音
の
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
粘
り
強

く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

騒
音
状
況
等
に
関
す
る
こ
と

　

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

要
請
活
動
等
に
関
す
る
こ
と

　

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

ー
ビ
ス
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
は
市
役

所
本
庁
舎
の
福
祉
総
務
課
等
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
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す
で
に
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
連
れ
の
方
等

の
外
出
支
援
を
図
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
町

田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
（
市
の
補

助
事
業
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
運
営
）
の
冊

子
版
「
み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
車
い
す
使
用
者
を

始
め
み
ん
な
が
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
、

乳
幼
児
の
た
め
の
授
乳
室
（
ベ
ビ
ー
休

憩
室
）
の
あ
る
３
０
２
施
設
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
利

用
で
き
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型
ト
イ

レ
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
、
移
送
サ

町
田
市
長寺

田　

和
雄

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
紀
伊
半
島
沖
で

相
次
ぐ
地
震
の
発
生
が
あ
り
、
ま
た

浅
間
山
の
噴
火
が
あ
る
な
ど
、
大
き

な
地
震
発
生
の
前
兆
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
声
を
聴
く
。
政
府
の
地
震

調
査
委
員
会
は
、
「
懸
念
さ
れ
る
東

南
海
地
震
に
与
え
る
直
接
的
な
影
響

は
な
い
」
と
云
っ
て
い
る
が
、
関
東

大
震
災
（
大
正
十
二
年
九
月
一
日
）

か
ら
八
十
年
以
上
も
経
っ
て
お
り
、

油
断
は
禁
物
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
関
東
大
震
災

の
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
、
東

京
、
横
浜
市
内
な
ど
、
都
市
部
に

お
い
て
は
相
当
の
出
版
物
が
あ
り
、

そ
の
惨
状
は
そ
れ
な
り
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
東
京
府
下
や

神
奈
川
県
下
な
ど
、
郊
外
部
の
状
況

は
も
う
ひ
と
つ
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
町
田
市
も
ま
た
同
じ
で
あ

る
。

　

当
時
の
町
田
市
（
一
町
四
村
）
の

人
口
は
約
二
万
四
千
人
、
地
震
被
害

は
住
宅
、
倉
庫
等
全
壊
一
三
七
九

棟
、
半
壊
二
三
七
〇
棟
、
死
者
一
六

人
（
詳
し
く
は
市
史
参
照
の
こ
と
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
正
の
頃
の
町
田
の
中
心
部
（
原

町
田
）
は
、
町
田
街
道
沿
い
の
細
長

い
宿
場
町
で
、
周
辺
四
村
は
ほ
と
ん

ど
農
村
で
あ
っ
た
。
地
震
の
発
生
と

と
も
に
、
原
町
田
の
目
抜
き
通
り
の

商
店
は
倒
壊
が
続
出
し
、
そ
の
数
六
〇

戸
余
を
数
え
、
二
階
建
て
の
家
は
下
が

潰
れ
、
二
階
か
ら
出
入
り
す
る
有
様
だ

っ
た
と
い
う
。

　

道
路
、
橋
梁
の
被
害
も
甚
大
で
、
横

浜
線
原
町
田
駅
々
舎
、
瀬
谷
、
町
田
銀

行
な
ど
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
も
全

壊
、
相
原
尋
常
小
学
校
半
壊
、
特
に
横

浜
線
原
町
田
―
長
津
田
間
の
う
ち
、
成

瀬
、
高
ヶ
坂
方
面
の
斜
面
地
が
線
路
ご

と
崩
壊
、
約
一
ヶ
月
間
不
通
と
な
っ

た
。
ま
た
、
町
田
街
道
の
南
橋
（
＝
下

写
真
）
も
落
ち
、
久
留
米
連
隊
の
工
兵

た
ち
が
こ
れ
を
復
旧
し
た
（
義
沢
千
代

子
氏
）
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
下
町
の
被
害
は
、
地
震
と
と
も

に
発
生
し
た
大
火
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大

き
な
被
害
を
出
し
た
が
、
町
田
方
面
で

は
ほ
と
ん
ど
火
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と

が
幸
い
で
あ
り
、
前
述
の
義
沢
氏
は
、

そ
の
手
記
の
な
か
で
「
見
事
だ
っ
た
」

と
評
し
て
い
る
。

　

以
前
、
高
ヶ
坂
に
住
む
鈴
木
さ
ん
と

い
う
体
験
者
の
お
話
を
聞
い
た
が
、

「
高
ヶ
坂
あ
た
り
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家

が
潰
れ
た
。
私
の
家
は
建
て
た
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
倒
れ
ず
に
済
ん
だ
が
…
」

と
の
こ
と
。
概
し
て
、
鶴
見
川
、
恩
田

川
沿
い
の
平
野
部
に
被
害
が
多
く
出
、

下
小
山
田
な
ど
源
流
部
で
は
少
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
多
摩
地
域
で

も
、
震
源
地
（
相
模
湾
）
に
近
い
南
多

摩
郡
に
被
害
が
集
中
し
、
北
多
摩
、
西

多
摩
郡
方
面
は
あ
ま
り
被
害
を
出
さ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
丘

陵
の
山
麓
部
も
安
心
で
き
な
い
。
相

原
で
は
山
崩
れ
に
よ
っ
て
家
屋
が
埋

め
ら
れ
、
六
人
が
生
き
埋
め
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

　

町
田
市
域
の
ほ
と
ん
ど
は
多
摩

丘
陵
地
域
の
た
め
、
相
模
原
や
武

蔵
野
台
地
よ
り
危
険
度
は
高
い
と

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

東
京
都
は
「
地
域
防
災
計
画
」
の

基
礎
と
な
る
「
東
京
に
於
け
る
直
下

地
震
の
被
害
想
定
」
の
中
で
、
区
部

直
下
、
埼
玉
県
境
直
下
、
多
摩
直

下
、
神
奈
川
県
境
直
下
の
四
つ
の
震

源
パ
タ
ー
ン
を
モ
デ
ル
に
し
て
ど
れ

だ
け
の
被
害
が
発
生
す
る
か
を
想
定

し
て
い
る
。
そ
の
四
つ
の
モ
デ
ル
の

中
で
は
、
神
奈
川
県
境
を
震
源
地
と

す
る
も
の
が
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
東
京
都
で
は
町
田
市
が
も
っ
と

も
危
険
性
が
高
い
と
設
定
さ
れ
て
い

る
。

　

町
田
市
は
今
や
四
〇
万
都
市
、
当

時
の
山
林
農
地
の
相
当
部
分
は
宅
地

化
さ
れ
て
い
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
要
注

意
、
用
心
こ
そ
大
事
で
あ
る
。

そ
の　
１５

関
東
大
震
災
と
町
田

　市では、子育て支援対策
の一環として、１０月１日か
ら本庁舎１階にベビー休憩
室をオープンします。
　室内にはおむつ交換台・
ベビーベッド、調乳用のお
湯の出る流し台などのほ
か、母乳の方専用の授乳ス
ペースを設けてあります。
　お子さんをお連れの皆さ
ん、どうぞご利用下さい。

おむつ交換台　 ２台
ベビーベッド　 １台
休憩用ベンチ　 １台
調乳用流し台　 １台
洗面器　　　　 １台

ベ

ビ

ー

休

憩

室

授乳用いす　２台

ベビーキープ　１台

授
乳
コ
ー
ナ
ー

ベビー休憩室が
オープン

ベベビビーー休休憩憩室室がが
オオーーププンン

町田街道　南橋の復旧工事（大正１２年）□問 管財課 11７２４・２１６５


